
二重線枠が必修科目 　　船舶職員養成施設科目

哲学Ⅱ

化学Ⅰ 化学Ⅱ

社会や環境に与
える影響を考慮し
経済的・倫理的な
視点から考えるこ
とができる

政治・経済 経済学Ⅰ 経済学Ⅱ

海洋フィールドエンジニアリング

法学

３　豊か
な教養と
倫理観を
身につ
け，社会
に貢献で
きる。

文化や歴史を踏
まえ国際社会で
生じる様々な現象
について総合的
に把握することが
できる

歴史Ⅰ 歴史Ⅱ 歴史学Ⅰ 歴史学Ⅱ

地理 地理 日本文学購読 哲学Ⅰ

校内練習船実習Ⅳ

インターンシップ

新しい海事に関
するシステムや概
念を創生し、表現
することができる

航海学ゼミⅠ 航海学ゼミⅡ 卒業研究

航海学ゼミⅢ

総合国語ⅠB

環日本海諸国異文化実習 環日本海諸国語Ⅰ 環日本海諸国語Ⅲ

英語プレゼン

個人またはチー
ムで計画的にPJ
を進め、創造的な
システムを実現し
表現することがで
きる

校内練習船実習Ⅰ 校内練習船実習Ⅱ 校内練習船実習Ⅲ

英語演習Ⅲ

英会話Ⅰ 英会話Ⅱ 英語圏異文化実習 英会話演習Ⅰ 英会話演習Ⅱ

総合英語Ⅴ 総合英語Ⅵ

英語表現 I 英語表現Ⅱ 英語表現Ⅲ 英語演習Ⅰ 英語演習Ⅱ

２　課題
発見能
力，課題
解決能
力，プレ
ゼンテー
ション能
力を持
ち，他者
と協働で
きる。

日本語・外国語に
より書かれた文章
を理解し、文章や
口頭発表により表
現することができ

る

総合英語 I 総合英語Ⅱ 総合英語Ⅲ 総合英語Ⅳ

総合国語ⅠA 総合国語Ⅱ 総合国語Ⅲ 国語表現

蒸気原動機特論

船舶とその運航
に関する総合的
な分野の実験・実
習を通して、理論
的に考察し、活用
することができる

海洋実習 実験実習Ⅰ 実験実習Ⅱ

情報処理Ⅰ 情報処理Ⅱ 商船学演習

海事法規、海事
英語、商船実務
など幅広い知識と
技術を修得し、活
用することができ
る

舶用機関概論Ⅰ 舶用機関概論Ⅱ 船舶機関実務

伝熱工学

海法特論

海運論Ⅱ

航海英語Ⅰ 航海英語Ⅱ

海上交通論Ⅰ 海上交通論Ⅱ

海運論Ⅰ

電子回路 電気機器 計測・自動制御工学Ⅰ

船舶安全学Ⅰ 船舶安全学Ⅱ 海事法Ⅰ 海事法Ⅱ

計測・自動制御工学Ⅱ

生産システム工学

乗
船
実
習

（
1

ヶ
月

）

乗
船
実
習

（
5

ヶ
月

）

船舶・載荷に関す
る工学の分野に
ついて理論的に
説明できる

船舶工学Ⅰ 船舶工学Ⅱ

航海力学Ⅰ 航海力学Ⅱ 応用力学Ⅰ 応用力学Ⅱ

材料学特論

電気・電子工学Ⅰ 電気・電子工学Ⅱ

運用概論Ⅰ 運用概論Ⅱ 船体管理論Ⅰ 船体管理論Ⅱ 船体運動論

海洋気象論Ⅰ 海洋科学概論 海洋気象論Ⅱ

航海科学 航法システム論

航海計測論Ⅰ 航海計測論Ⅱ 航海特論

航海測位論Ⅳ

応用数学 I 応用数学 Ⅱ

航海学ならびに
運用に関する分
野について理論
的に説明できる

航海概論Ⅰ 航海概論Ⅱ 航海測位論Ⅰ 航海測位論Ⅱ 航海測位論Ⅲ

数学特講Ⅰ 数学特講Ⅱ

基礎数学B 線形代数 統計学 総合数学

１　航海
コースで
は航海
学，船舶
運用学，
海事法
規，商船
実務など
を，機関
コースで
は主機・
補機，電
気・電
子，機
械，商船
実務など
の知識・
技術を身
につけ，
それらを
応用した
船舶運航
やマネジ
メントが
できる。

商船学分野にお
ける諸現象の仕
組みを数学的・物
理学的に理解で
きる

基礎数学A I 基礎数学A II 微分積分学 解析学

物理学Ⅰ 物理学Ⅱ 物理学Ⅲ

授業科目系統図(商船学科航海コース)
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ディプロマポリシー


